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大
阪
府
交
野
市
に

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マー
ズ
プ
チ
星
田
オ
ー
プ
ン（
大
阪
府
本
部
）

お料理ブロガーが群馬県産食材の
レシピ発信（群馬県本部）

中国全土のバイヤーに日本産米・
加工品ＰＲ（輸出対策部）

第４７回全国農協カントリーエレベーター
協議会総代会（米穀生産集荷対策部）

神戸プレジール銀座で江崎グリコとの
コラボメニュー提供（兵庫県本部）

緊急連載 反グローバリズム・
反新自由主義の潮流①
「農業とナショナリズム」 
経済評論家 三橋貴明氏（広報・調査部）

防疫講習会を全国で開催中（畜産生産部）

ＪＡズームイン（ＪＡおいらせ）

香港で日本産農畜産物販売のＥコマース
事業開始（全農インターナショナル香港㈱）

ＪＡタウンショップ紹介
　ホクレングリーンネットショップ

4面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

4

5

6

8

7

卓球・ジャパンオープン荻村杯に協賛
全農グループ取扱商品をＰＲ（広報・調査部）

元プロ野球選手が子どもたちを指導
兵庫県で野球教室開催（広報・調査部）

今年度も全農親子料理教室・みんなの
子ども料理教室開催（広報・調査部）

石川佳純選手 JAビルを表敬訪問
世界卓球ミックスダブルス銀メダルを報告
（広報・調査部）

Web
限定

2

3

「次世代担い手育成ハウス」で学生から説明を聞くＪＡしまねの竹下正幸組合長＝6月6日（2面）

大勢の来店客でにぎわうＪＡファーマーズプ
チ星田（４面）

中国国際食品・飲料展覧会に出展し好評を
得た各県特産ジュースなどの商談（3面）

ＪＡグループ「次世代担い手育成ハウス」完成
新規就農者と園芸振興へ島根県立農林大学校に設置（経営企画部）



News!

News!

ＪＡグループ「次世代担い手育成ハウス」が完成

お料理ブロガーが群馬県産食材のレシピを発信

新規就農者育成と園芸振興へ島根県立農林大学校に設置

「ぐんまクッキングアンバサダー」プロジェクトスタート

経営企画部

群馬県本部

　
全
農
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ「
次
世
代
担
い
手
育
成
ハ

ウ
ス
」を
大
田
市
の
島
根
県
立
農
林
大
学
校
に
設
置
し
ま
し
た
。島
根
県

農
業
の
次
代
を
担
う
農
林
大
学
校
の
学
生
と
就
農
希
望
の
研
修
生
が
、

自
営
就
農
を
目
指
す
た
め
の
栽
培
技
術
の
向
上
と
、島
根
県
園
芸
作
物

の
実
証
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
本
部
は
、日
本
最
大
級
の
お
料
理
ブ
ロ
グ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
レ
シ
ピ
ブ
ロ
グ
」と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、レ
シ
ピ
ブ
ロ
グ
の
お

料
理
ブ
ロ
ガ
ー
20
人
が
群
馬
県
の
食
材
や「
ぐ
ん
ま
」の
魅
力
を
自
身
の

ブ
ロ
グ
で
発
信
し
て
い
く「
ぐ
ん
ま
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
5
月
20
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。長
期
的
な
情
報
発

信
に
よ
り
、群
馬
県
産
農
畜
産
物
の
認
知
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
完
成
記
念
式
典
が
6
月
6
日

に
現
地
で
行
わ
れ
、
島
根
県
と

学
校
の
関
係
者
、J
A
し
ま
ね

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
は
来
年

2
月
ま
で
の
10
カ
月
間
で
、
毎

月
、
テ
ー
マ
と
な
る
食
材
が
変

わ
り
ま
す
。初
回
の
5
月
の
食
材

は
、
群
馬
県
が
誇
る
フ
ル
ー
ツ

ト
マ
ト「
ブ
リ
ッ
ク
ス
ナ
イ
ン
」。

そ
の
名
の
通
り
、糖
度（
ブ
リ
ッ

ク
ス
）が
9
度
以
上
と
甘
く
て
濃

厚
な
味
の
ト
マ
ト
で
、
約
60
品

の
レ
シ
ピ
を
ア
ッ
プ
し
て
い
た

の
竹
下
正
幸
組
合
長
ら
J
A
関

係
者
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

竹
下
組
合
長
は「
研
修
施
設
で

学
ん
だ
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
就

農
で
き
、
次
世
代
を
担
う
農
業

者
と
し
て
園
芸
振
興
に
寄
与
で

き
る
施
設
と
し
た
い
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

施
設
は
複
合
環
境
制
御
ハ

ウ
ス
で
、「
最
先
端
の
環
境
」か

つ「
低
コ
ス
ト
で
の
栽
培
体
験
」

が
可
能
で
、
間
口
8
m
×
奥
行

28
m
（
2
2
4
平
方
㍍
）
を
3

棟
設
置
し
ま
し
た
。

　

研
修
品
目
は
、
島
根
県
・

J
A
の
推
進
品
目
を
中
心
に
選

定
し
、
大
学
校
と
連
携
し
て
育

成
に
当
た
り
、
販
売
面
は
J
A

と
全
農
が
担
い
ま
す
。

　
研
修
施
設
に
よ
っ
て
栽
培
技

術
の
習
得
は
も
と
よ
り
、
安
心

し
て
就
農
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

だ
き
ま
し
た
。

　
第
2
弾
は「
ぐ
ん
ま
の
生
梅
・

白
加
賀
」と「
レ
タ
ス
」で
す
。群

馬
県
の
食
材
を
生
か
し
た
お
い

し
い
レ
シ
ピ
を
順
次
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご

覧
く
だ
さ
い
。

ぐ
ん
ま
ク
ッ
キ
ン
グ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が

投
稿
し
た
レ
シ
ピ一
覧
画
面

レ
シ
ピ
の一
例
：
ブ
リ
ッ
ク
ス
ナ
イ
ン
の

春
雨
サ
ラ
ダ

ぐんまクッキング
アンバサダーが
発信したレシピブ
ログはこちらから

設置した次世代担い手育成ハウス３棟
島根県立農林大学校の川津章弘校長（右）
に目録を手渡すＪＡしまねの竹下組合長
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News!

News!

中国全土のバイヤーに日本産米・加工品ＰＲ

第47回全国農協カントリーエレベーター協議会総代会を開催

「SIAL China（中国国際食品・飲料展覧会）2019」に出展

（公財）農業倉庫基金や全農米穀生産集荷対策部が講演も

輸出対策部

米穀生産集荷対策部

　
輸
出
対
策
部
と
Ｊ
Ａ
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
、全
国
農
協
食

品
㈱
は
、現
地
輸
入
者
、卸
業
者
と
連
携
し
、5
月
14
〜
16
日
に
中
国
・

上
海
で
開
催
さ
れ
た「SIA

L C
hina2019

」に
ブ
ー
ス
を
出
展
し

ま
し
た
。

　
全
国
農
協
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
協
議
会（
C
E
協
議
会
、会

長
：
J
A
上
伊
那
の
御
子
柴
茂
樹
代
表
理
事
組
合
長
）は
6
月
6
日
、

東
京
・
大
手
町
の
J
A
ビ
ル
で
第
47
回
総
代
会（
議
長
：
J
A
会
津
よ

つ
ば
の
長
谷
川
正
市
代
表
理
事
組
合
長
）を
開
き
ま
し
た
。

　

SIAL China

は
、中
国
全
土

か
ら
11
万
人
超
の
バ
イ
ヤ
ー
が

来
場
す
る
世
界
最
大
級
の
総
合

食
品
見
本
市
で
す
。
全
農
ブ
ー

ス
で
は
、北
は
黒
竜
江
省
、南
は

広
東
省
な
ど
中
国
全
土
の
バ
イ

ヤ
ー
と
合
計
１
６
０
件
超
の
商

談
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
本
産
米
で
は
、
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
自
動
シ
ャ
リ

　
総
代
会
で
は
、
平
成
30
年
度

事
業
報
告
と
収
支
決
算
、
令
和

元
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算

に
つ
い
て
協
議
し
、
議
案
は
全

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
事
業
報
告
で
は
、

3
年
に
一
度
実
施
す
る
C
E
の

「
運
営
実
態
調
査
」や
上
級
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
認
定
式
な
ど
実
施
し

た
こ
と
を
報
告
し
、ま
た
、令
和

元
年
度
事
業
計
画
で
は
、C
E

の
衛
生
管
理
強
化
に
向
け
た
手

引
書
な
ど
の
作
成
、
来
年
実
施

す
る
優
良
C
E
表
彰
の
準
備
、

玉
成
形
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
造
す
る

日
本
メ
ー
カ
ー
と
連
携
、
日
本

産
米
で
シ
ャ
リ
玉
を
提
供
し
、

注
目
を
集
め
ま
し
た
。ま
た
、加

工
品
で
は
、特
に
、各
県
特
産
の

ジ
ュ
ー
ス
は「
味
が
濃
厚
で
お

い
し
い
」と
し
て
バ
イ
ヤ
ー
か
ら

好
評
を
得
ま
し
た
。

　
厳
し
い
輸
出
規
制
は
あ
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
中
国
向
け
輸

出
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

上
級
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
認
定
試
験

や
各
種
研
修
会
な
ど
の
実
施
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

総
代
会
終
了
後
は
、（
公
財
）

農
業
倉
庫
基
金
か
ら「
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
運
営
に

関
連
し
た
3
つ
の
お
話
」の
テ
ー

マ
で
、
施
設
に
お
け
る
衛
生
管

理
、
働
き
方
改
革
と
C
E
の
運

営
体
制
、
フ
レ
コ
ン
に
よ
る
人

身
事
故
の
防
止
等
に
つ
い
て
、

ま
た
、
全
農
米
穀
生
産
集
荷
対

策
部
か
ら「
米
の
消
費
拡
大
の

取
り
組
み
」に
つ
い
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

シ
ャ
リ
玉
提
供
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し

中
国
人
バ
イ
ヤ
ー
と
商
談

好
評
を
得
た
各
県
特
産
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
の
商
談

総代会であいさつする御子柴会長

総代会終了後、講演する（公財）農業倉庫
基金の長瀬仁人理事長

3 2019 7.1 vol.889

JA
 Z

ennoh W
eekly

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス



News!

News!

江崎グリコの「バトンドール」とのコラボメニュー提供

大阪府交野市にＪＡファーマーズプチ星田オープン

神戸プレジール銀座が 7 月 1 ～ 31 日の期間限定で

直売所とＡコープが一体になった新業態店舗

兵庫県本部

大阪府本部

　
東
京
・
銀
座
に
あ
る
兵
庫
県
本
部
の
神
戸
プ
レ
ジ
ー
ル
銀
座
は
、江

崎
グ
リ
コ
㈱
と
7
月
1
〜
31
日
の
期
間
限
定
で
コ
ラ
ボ
企
画
を
実
施
し

ま
す
。

　
大
阪
府
交か
た

野の

市
星
田
に
5
月
18
日
、「
J
A
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
プ
チ
星

田
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。旧
A
コ
ー
プ
星
田
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、地
元
大
阪
の
採
れ
た
て
農
産
物
を
販
売
す
る
農
産
物
直
売
所
と
、

A
コ
ー
プ
が
一
体
に
な
っ
た
新
業
態
店
舗
と
な
り
ま
す
。

　
江
崎
グ
リ
コ
と
の
コ
ラ
ボ
は
、

「
神
戸
ワ
イ
ン
」の
神
戸
み
の
り

公
社
か
ら
の
提
案
で
、
同
じ
関

西
の
企
業
が
双
方
の
お
客
さ
ま

や
関
係
グ
ル
ー
プ
に
、
新
商
品

や
商
品
を
楽
し
め
る
店
舗
を
紹

介
す
る
企
画
と
し
て
実
施
と
な

り
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
兵
庫
県
産
野
菜

の
お
い
し
さ
を
生
か
し
た
冷
製

ス
ー
プ
に
、
江
崎
グ
リ
コ
の
神

戸
限
定
品「
バ
ト
ン
ド
ー
ル〈
神

戸
プ
レ
ー
ン
〉」を
添
え
て
提
供

　
直
売
所
が
持
つ
広
域
か
ら
の

集
客
機
能
と
食
品
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
持
つ
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
購
買（
一
拠
点
購
買
）機

能
を
組
み
合
わ
せ
た
店
舗
で
、

大
阪
府
で
は「
J
A
全
農
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ら
ら
ぽ
ー
と
和
泉
」に

続
く
2
店
舗
目
と
な
り
ま
す
。

「
J
A
グ
ル
ー
プ
大
阪
の
農
産
物

直
売
所
」と
い
う
位
置
付
け
の
も

と
、
販
売
機
能
を
発
揮
す
る
拠

点
と
し
て
、
競
争
力
の
強
化
と

し
ま
す
。「
バ
ト
ン
ド
ー
ル
」は

バ
タ
ー
を
ふ
ん
だ
ん
に
練
り
込

ん
だ
生
地
を
じ
っ
く
り
と
焼
き

上
げ
、
澄
ま
し
バ
タ
ー
と
シ
ュ

ガ
ー
の
シ
ャ
ワ
ー
を
く
ぐ
ら
せ

て
作
り
上
げ
た
バ
タ
ー
リ
ッ
チ

な
プ
レ
ッ
ツ
ェ
ル
で
す
。

　
デ
ザ
ー
ト
の
後
の
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
に
も
、弾
む
会
話
に〝
バ
ト

ン
ド
ー
ル
〟と
い
う
彩
り
を
添
え

て
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
皆
さ
ま

の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

府
内
産
農
産
物
の
販
売
拡
大
を

図
り
ま
す
。

　
店
舗
で
は
、
府
内
か
ら
集
め

た
え
り
す
ぐ
り
の
青
果
物
や
加

工
品
、
花
き
類
を
豊
富
に
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
本
部
は
、
府
内
J
A

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、府
内
物

流
を
活
用
し

た
農
産
物
の

販
路
拡
大
、農

家
組
合
員
の

生
産
意
欲
と

所
得
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

江崎グリコとのコラボで提供する
冷製スープの「バトンドール」添え

バ
タ
ー
リ
ッ
チ
な
プ
レ
ッ
ツ
ェ
ル

「
バ
ト
ン
ド
ー
ル〈
神
戸
プ
レ
ー
ン
〉」

大勢の来店客でにぎわう店内

交野市星田にオープンしたＪＡファーマーズ
プチ星田

店舗概要

〒576-0022
大阪府交野市藤が尾3-3-1
TEL：072-892-5771
営業時間 9：00 ～ 21：00

店舗概要

JA全農兵庫直営レストラン
神戸プレジール銀座
東京都中央区銀座5丁目
8番1号 銀座プレイス11階

電話：03-3571-8700
ランチ 　 11:30 ～ 15:00 ［ラストオーダー14:00］
ディナー　17:30 ～ 22:30 ［ラストオーダー21:00］

日曜定休（月曜日が祝日の場合は日曜営業、月曜休み）
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　日
本
は
、
世
界
屈
指
の
自
然
災
害

大
国
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
戦
争
と

無
関
係
で
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
誰

に
も
保
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

非
常
事
態
が
発
生
し
た
際
に
、
国
民
同

士
が
助
け
合
う
心
意
気
、
す
な
わ
ち

「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
国
民
意
識
）」
な

し
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
災
害
列
島
で

生
き
延
び
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
は
、
横
軸
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
縦
軸
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
あ
る
。
横
軸
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
現
在
に
生
き

る
国
民
同
士
に
よ
る
助
け
合
い
だ
。

縦
軸
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、「
将

みつはし・たかあき　1969年熊本県生まれ。
東京都立大学(現:首都大学東京)経済学
部卒業。外資系IT企業ノーテルをはじめ
NEC、日本IBMなどを経て2008年に中小企
業診断士として独立。著書に『本当はヤ
バイ!韓国経済』『亡国の農協改革』など。

来
の
日
本
国
民
」
の
た
め
に
努
力
し
、

投
資
を
積
み
重
ね
、
先
人
か
ら
受
け

た
恩
を
将
来
世
代
に
返
す
こ
と
だ
。

　縦
軸
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
忘
れ

る
と
「
今
だ
け
」、
横
軸
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
忘
れ
る
と
「
自
分
だ

け
」、
両
軸
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

失
っ
た
人
間
は
価
値
尺
度
を
カ
ネ
に

収
斂
さ
せ
「
金
だ
け
」
に
な
る
。
東

京
大
学
の
鈴
木
宣
弘
教
授
が
言
う

「
今
だ
け
、金
だ
け
、自
分
だ
け
」
は
、

縦
軸
、
横
軸
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
双

方
を
失
っ
た
現
在
の
日
本
国
民
の
考

え
方
を
表
現
し
て
い
る
。

　人
間
は
食
料
を
獲
得
し
な
い
限

り
、
生
き
延
び
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

縦
軸
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
従
い
、

将
来
世
代
に
わ
た
る
食
料
安
全
保
障

を
構
築
す
る
こ
と
は
、
今
を
生
き
る

全
て
の
国
民
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で

あ
る
。

　食
料
安
全
保
障
の
た
め
に
は
費
用

が
か
か
る
。
カ
ネ
の
こ
と
だ
け
考
え

れ
ば
、
外
国
の
農
産
物
を
安
く
「
輸

入
」
す
れ
ば
、
国
民
の
胃
袋
は
短
期

的
に
は
満
た
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
未
来
に
お
い
て
も
外

国
が
日
本
に
農
産
物
を
輸
出
し
て
く

れ
る
か
否
か
は
誰
に
も
分
か
ら
な

い
。　大

変
残
念
な
こ
と
に
、
戦
後
の
日

本
は
食
料
に
関
す
る
外
国
依
存
を
強

め
、
特
に
穀
物
自
給
率
は
２８
％
と
い

う
悲
惨
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
は
、

最
後
の
砦
た
る
コ
メ
に
つ
い
て
も
市

場
開
放
に
動
い
て
い
る
。

　さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
カ
ネ
目
当

て
の
各
種
の
「
改

革
」
に
よ
り
、
日

本
の
食
料
安
全
保

障
維
持
の
「
仕
組

み
」
を
破
壊
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ

と
だ
。

　農
協
法
の
改
正
で
、
全
農
は
、
株

式
会
社
に
組
織
変
更
で
き
る
規
定
が

置
か
れ
た
。
協
同
組
合
は
買
収
不
可

能
だ
が
、
株
式
会
社
は
可
能
で
あ

る
。
株
式
会
社
と
な
っ
た
場
合
、

カ
ー
ギ
ル
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
穀
物

メ
ジ
ャ
ー
に
買
収
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。

　そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
の
都
合
で
種
子
法
は
廃
止
さ

れ
、
そ
の
上
、
輸
入
食
品
に
関
す
る

安
全
基
準
は
次
々
に
緩
和
さ
れ
て
い

る
。

　わ
が
国
は
「
カ
ネ
」
が
理
由
で
、

現
在
の
国
民
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
世

代
に
対
し
て
ま
で
も
、「
安
全
で
十

分
な
食
料
を
、
継
続
的
に
供
給
す

る
」
こ
と
が
不
可
能
に
あ
り
つ
つ
あ

る
の
だ
。

　こ
の
ま
ま
わ
れ
わ
れ
が
両
軸
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
す
こ
と
な

く
、
食
料
安
全
保
障
の
再
構
築
に
真

剣
に
乗
り
出
さ
な
か
っ
た
場
合
、
現

在
も
し
く
は
将
来
の
国
民
が
「
餓
死

の
時
代
」
に
放
り
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

 

【
要
約
】

食
料
安
全
保
障
と

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

横
軸
・
縦
軸
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

本稿は雑誌『表現者 クライテリオン』（啓文社書房）の連載「農は国
の本なり」の第４回記事（２０１９年１月号）を、著者・出版社の承諾を
得て要約・掲載させていただいたものです。

『表現者 クライテリオン』の購読はこちら

オフィシャルホームページ●https://the-criterion.jp/

問い合わせ先：啓文社書房
℡●03（6709）8872 e-mail●info@kei-bunsha.co.jp

農
業
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

経
済
評
論
家

　三
橋 

貴
明

し
ゅ
う
れ
ん

緊
急
連
載
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム・反
新
自
由
主
義
の
潮
流
①
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　全農は豚コレラの発生を踏まえて、ＪＡグループ全

体で防疫のさらなる強化を目指すべくＪＡグループ

職員向け「防疫マニュアル」を制作しました。当マ

ニュアルを用いた防疫講習会を５月から全国で始め

ましたので、その一部を紹介します。

【畜産生産部】

　全農は５月３１日に群馬で、６月５日に岩手、同７
日に長野で防疫講習会を開催しました。
　「防疫マニュアル」のポイントを冊子、動画を用
いて、家畜衛生研究所のクリニック担当職員が解
説しました。
　また、群馬の会場ではスライドの解説後、車両・
車内の消毒についても実演を行いました。
　長野の会場では、日ごろの生産者への対応時
に聞いた疑問や事例などに関して、具体的な質問
が多く寄せられ、所属団体や会社や部署の垣根
を越えて貴重な情報共有の機会となりました。
　引き続き、関係団体の皆さまと共に、防疫強化に
取り組んでいきます。講習会の開催予定や実施に
当たって、ご不明な点やご要望などありましたら、
お気軽にご連絡ください。
　今後とも、ＪＡグループ一丸となって防疫強化の
取り組みを実施してまいります。ご理解とご協力の
ほど、よろしくお願い申し上げます。

▶防疫の重要性を再確認することができた。JAグループの一員と
して一体感を持って取り組んでいくことが大切だと思う（群馬）。

▶中国をはじめ海外の方が多く来るようになった。そのような方 に々
も防疫のことを知ってもらいたい（長野）。

▶防疫は繰り返し意識付けを行うことが重要。今回の講習などを
通じて繰り返し周知し意識付けをしていきたい（岩手）。

これまで開いた講習会と今後の予定（更新：６月25日）

群馬 5月31日

岩手 6月5日

長野 6月7日

富山 6月17日

愛媛 6月21日

静岡 6月21日

秋田 6月27日

栃木 6月28日

広島 7月5日

山形 7月17日

茨城 7月17日

香川 7月18日

神奈川 7月30日

新潟 8月2日

講習会予定は随時更新中です。掲載情報のほか、開催している地域や急
な変更がある場合がございますので、予めご了承ください。

問い合わせ先
畜産生産部
推進・商品開発課
TEL：03-6271-8236
FAX：03-5218-2526

全農が提供する畜産情報サイトはこちらから
http://jaccnet.zennoh.or.jp

「防疫マニュアル」のポイントを説明する家畜衛生研究所クリニック
東日本分室の長濱明成職員

 県名 日付  県名 日付

家畜伝染病拡大を防ぐ！！

防疫講習会を全国で開催中

講習会参加者からの主な意見

群馬県本部で行った車両消毒の実演

JA
 Z

ennoh W
eekly

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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ＪＡおいらせ
（青森県）

概要 平成31年 3 月31日現在

正組合員数　　　　 　　   1980人
准組合員数　　　　 　 　 1523人
職員数                       124人
販売品取扱高            80億5千万円
購買品取扱高          17億7千万円
貯金残高  　          335億9千万円
長期共済保有高     1364億1千万円
主な農産物　　　　ナガイモ、ゴボウ、
　　　　　ニンニク、ニンジン、ダイコン

労
働
力
支
援
の
観
点
で

無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設

　
具
体
的
に
は
、農
家
が
求
人
者

と
し
て
紹
介
所
へ
登
録
し
ま
す
。

求
職
者
の
募
集
は
、農
繁
期
に
新

聞
折
り
込
み
ち
ら
し
に
求
職
申

込
書
を
入
れ
て
募
集
し
て
い
ま

す
。事
務
局
は
、農
家（
求
人
者
）

か
ら
は
何
の
作
業
で
求
職
者
が

欲
し
い
の
か
、勤
務
時
間
、交
通

費
な
ど
を
、求
職
者
か
ら
は
、働

け
る
曜
日
・
時
間
帯
、時
給
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
聞
き
取
り
を
し
、両

者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
ま
す
。

　
一
番
難
し
い
作
業
と
な
る
の

が
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業
で
す
。
求

職
者
は
空
い
た
時
間
に
お
手
伝

い
し
た
い
し
、
農
家
と
し
て
は

人
手
が
足
り
な
い
の
を
補
う
た

め
に
、求
職
者
希
望
の
時
間
帯
・

曜
日
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要

用
者
が
増
え
て
い
る
た
め
人
材

確
保
が
大
変
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
お
い
ら
せ
は
、「
無

料
職
業
紹
介
所
」を
設
け
、
慢

性
的
な
課
題
で
あ
る
労
働
力
不

足
の
解
消
に
向
け
た
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
お
い
ら
せ
は
昨
年
、「
大

学
生
と
農
業
者
の
連
携
に
よ
る

農
業
サ
ポ
ー
ト
モ
デ
ル
実
証
」と

し
て
北
里
大
学
の
援
農
サ
ー
ク

ル「
北
里
農
援
隊
」20
人
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。こ
れ
も
無
料
職
業

紹
介
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　
実
施
し
た
結
果
、受
け
入
れ
農

家
と
し
て
は「
収
穫
作
業
が
は
か

ど
り
助
か
っ
た
。大
学
生
と
接
す

る
機
会
も
な
い
し
会
話
も
楽
し

か
っ
た
」、
大
学
生
は「
ニ
ン
ニ

ク
収
穫
・
調
製
作
業
が
経
験
で

き
楽
し
か
っ
た
」と
い
う
声
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
学
生
受
け
入
れ
の
成

功
を
き
っ
か
け
に
、無
料
職
業
紹

介
所
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、農

作
業
支
援
事
業
で
労
働
力
不
足

解
消
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

北海道

岩手県

青森県

秋田県

　

近
年
、
農
家
の
減
少
・
高
齢

化
で
労
働
力
確
保
に
大
変
苦
労

し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
れ
ま

で
は
外
部
労
働
力
の
確
保
を
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
求
め

て
い
ま
し
た
が
、
セ
ン
タ
ー
利

と
な
っ
て
き
ま
す
。
お
互
い
話

し
合
い
、
作
業
日
・
時
間
帯
を

工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
職

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
う
ま
く

進
み
ま
す
。

　
ま
た
、青
森
県
で
は
他
県
出
身

者
が
多
い
大
学
生
と
と
も
に
農

作
業
を
し
、地
域
農
業
の
現
状
や

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
、青
森
県

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
を

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

北里大学生がニンニク
農家の元で収穫作業
を支援

無料職業紹介所を
活用しナガイモ収穫
の人手を確保。農
家の新山さん（左）、
求職者の杉本さん

（中）、事務局の三
村職員

作業終了後、大学生と受け入れ
農家・事務局がバーベキューを
囲み交流

事
務
局
が
入
念
に
聞
き
取
り

求
人
・
求
職
を
マ
ッ
チ
ン
グ

大
学
生
の
援
農
隊
受
け
入
れ

サ
ポ
ー
タ
ー
掘
り
起
し
も

JA
 Z

ennoh W
eekly
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クーポントピックス ポイント

スマホアプリを公開中
JA全農のイベントや新商品に関する最新情報が
さらに充実！ 作動環境：スマートフォン iOS８以上　Ａndroid4.3以上

「食と農」の情報を広く消費者へ！

　6月6日に香港で現地メディアを集め、説明会を行いまし
た。サイト名は「jashop.hk」です。まずは、梅、マンゴー、ピ
オーネ、マスカット、メロン、桃の6種類からスタートしまし
たが、今後は和牛、米、飲料、加工品など100品目程度まで
取扱品目を増やしたいと考えています。
　このECサイトでは、香港の消費者に商品を直接販売する
ことを通じて、消費者のニーズから販売戦略を練ることや、
情報を産地に伝えることで、商品開発や改善などにつなげ
たいとの狙いがあります。
　全農はこのような取り組みを通じて、「生産者と“香港の”
消費者を安心で結ぶ懸け橋」になるよう努めていきます。

　農畜産物の輸出拡大を目的として、昨年4月に設立さ
れた全農インターナショナル香港株式会社は6月から、
香港の消費者向けに日本産農畜産物を販売する電子商
取引（EC）サイトを立ち上げました。

【全農インターナショナル香港㈱】

香港で日本産農畜産物を販売するEコマース事業を開始
日本の農畜産物を香港の日常に

ジェーエーショップ．ホンコン

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週土曜日9：30～9：50（放送曜日・時間はFM局で異なります）
生産者の熱い思いをお届け！

Jashop.hkはこちらから
問い合わせのメールはこちらへ

日本産農畜産物を販売する「 jashop.hk 」
ジェーエーショップ． ホンコン

infohk@zennoh-intl.com

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

　北の大地、北海道産の農畜産物を全国のお客さまにお届けしている
「ホクレングリーンネットショップ」から、お中元にピッタリな2品をご紹
介いたします！
　まず1つ目は、毎年初せりでも話題になる「夕張メロン」です。
　ご注文は7月末まで受け付けしておりますが、数量限定の商品とな
ります。この機会に大切な方へのギフトとして、産地直送の「夕張メロン」
をご利用ください。
　２つ目は、北海道産豚肉を使用した「ホクレン ハム・ベーコン＆ウイ
ンナーセット」です。ロースハムとベーコンは食べやすくスライスしており、
ウインナーは「あらびき、たまねぎ、ミルク、バジリコ、チーズ」の5種
類を詰め合わせたホクレン一押しセットです。
　当ショップは、北海道の青果物、お肉、お米、チーズなども取りそ
ろえていますのでぜひご覧ください！

ホクレングリーンネットショップ

JAタウンは
こちらから

ホクレン ハム・ベーコン＆
ウインナーセット……4300円

（秀品） 夕張メロン
約1.3㌔×1玉
……5600円

『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから
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大
阪
府
交
野
市
に

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マー
ズ
プ
チ
星
田
オ
ー
プ
ン（
大
阪
府
本
部
）

お料理ブロガーが群馬県産食材の
レシピ発信（群馬県本部）

中国全土のバイヤーに日本産米・
加工品ＰＲ（輸出対策部）

第４７回全国農協カントリーエレベーター
協議会総代会（米穀生産集荷対策部）

神戸プレジール銀座で江崎グリコとの
コラボメニュー提供（兵庫県本部）

緊急連載 反グローバリズム・
反新自由主義の潮流①
「農業とナショナリズム」 
経済評論家 三橋貴明氏（広報・調査部）

防疫講習会を全国で開催中（畜産生産部）

ＪＡズームイン（ＪＡおいらせ）

香港で日本産農畜産物販売のＥコマース
事業開始（全農インターナショナル香港㈱）

ＪＡタウンショップ紹介
　ホクレングリーンネットショップ

4面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

4

5

6

8

7

卓球・ジャパンオープン荻村杯に協賛
全農グループ取扱商品をＰＲ（広報・調査部）

元プロ野球選手が子どもたちを指導
兵庫県で野球教室開催（広報・調査部）

今年度も全農親子料理教室・みんなの
子ども料理教室開催（広報・調査部）

石川佳純選手 JAビルを表敬訪問
世界卓球ミックスダブルス銀メダルを報告
（広報・調査部）

Web
限定

2

3

「次世代担い手育成ハウス」で学生から説明を聞くＪＡしまねの竹下正幸組合長＝6月6日（2面）

大勢の来店客でにぎわうＪＡファーマーズプ
チ星田（４面）

中国国際食品・飲料展覧会に出展し好評を
得た各県特産ジュースなどの商談（3面）

ＪＡグループ「次世代担い手育成ハウス」完成
新規就農者と園芸振興へ島根県立農林大学校に設置（経営企画部）
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